
〈 乳児一般健康診査の部 〉 
 
 

乳児一般健康診査は、母子保健法第１３条において市町村は健康診査を行い、又は

健康診査を受けることを勧奨しなければならないとされている。

乳児一般健康診査は、乳幼児の健康診査及び保健指導要領によると、発育栄養状態、

精神、運動機能の発達、疾病又は異常の早期発見と予防に留意すること。

さらに保護者が心配事、不安、訴え等をよく話せるように心掛ける。又、養育態度、

乳児の睡眠の乱れ、摂食の問題、なだめにくい啼泣、恐れ、不安等の精神的に不安定

な状態、児童虐待、家庭環境等にも配慮しながら健康診査を行うとされている。

市町村においては、２回以上の健康診査、乳児前期・乳児後期を実施するとともに、

受診勧奨に努めるものである。
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Ⅰ　一般健診の部

１　実施状況

　乳児一般健康診査は、令和5年5月から新型コロナウイルス感染症の５類感染症の移行に伴い、コロナ禍前の

日常に戻りつつある中で、感染防止対策を行いながら実施された。

　乳児の集団健診は、健診を受託する40市町村において令和5年4月1日から令和6年3月31日までに、集団健診

309回の計画に対し306回（1日142回、半日164回）実施され、4市町村では個別健診も併用し実施された（令和

4年度6市町村）。また、市町村によっては保護者が自ら予約するシステムの導入や、未受診者には再通知を行

うなどの受診勧奨を行った。

　乳児健診は前期と後期の2回受診の機会があり、本報告書の対象者数は、乳児期に2回の健診通知がされた合

計25,393人でその内の23,270人が受診している。内37人は対象外児（県外児等）であった。受診者数は、総受

診者数から対象外児を除いた23,233人となり、受診率は91.5％（令和4年度89.2%)で昨年に比べ2.3％高くなっ

ている。

乳児一般健康診査実施状況

　注）対象外児とは、県外からの里帰り児などをいう。その内訳は次ページに掲載。

２　受診状況
1歳を過ぎて月齢外に受診する児は440人（1.9％）で、令和4年度より減少している(令和4年度842人（3.4％))。

(参照）統計資料 № 1～2

市町村数

実施回数
対象者数
（通知）

総受診者数
受診率

％

1日 半日
再通知
(別計) 対象児

対象外児
（県外児等）

単位：人

計

集団

個別

集団

個別

集団

個別

集団

個別

％

乳児一般健康診査受診状況（　回数・月齢別　）
月齢

１
回
目

２
回
目

計

小計

集団

個別

計

後期　11,537(49.7%) 月齢外　440(1.9%)前期　11,256(48.4%)

男

女

小計

男

女

受診数に
対する割合

乳  

児  

問  

診
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　乳児健診の望ましい受診月齢は、1回目が3～4か月、2回目が9～10か月とされている。

　受診状況を見ると、1回目の受診月齢（1～14か月）のうち3～4か月の受診は7,998人(69.7％)である。2回目の

受診月齢（7～17か月）のうち9～10か月の受診が9,597人(81.7％)であり、特に後期で望ましい月齢での受診が

増えてきている。

　（参考）

　　〇令和2年2月頃から新型コロナウイルス感染症が流行し、その感染拡大防止のため健診を延期した結果、

　　　対象月齢を超え受診した児も健診受診者として計上した。（国の地域保健・健康増進事業報告の記入

　　　要領による）

　　〇40市町村の令和5年（R5.1.1～R5.12.31）概算出生数12,320人（男6,242人、女6,078人）の単純対象数で

　　　算出すると、1回目が93.2%で、2回目が95.4%となり、昨年度より1回目は1.5%、2回目は2.2%増えている。

対象者数
（概算出生数） 受診者数 受診率（％)

1回目

2回目

計

　注）乳児期は、公費による受診機会が1人2回提供される。

 名護市(2)  うるま市(4)  沖縄市(2) 読谷村(3) 嘉手納町(2) 宜野湾市(4) 浦添市(7)

 豊見城市(2)  八重瀬町(4)  久米島町(1) 宮古島市(2) 石垣市(4)

 注）（　）は対象外児の人数

(参照）参考資料 № 2

　乳児一般健康診査受診率（回数別）

対象外児(県外児等)内訳

か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月

年度毎月齢別受診状況（回数別）

年度 回目

年度 回目

年度 回目

年度 回目

％ ％

人
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令和５年度　乳児一般健康診査受診率 （1か月児～17か月児）

注） 令和５年度に個別健診を実施した市町村

（参照）統計資料 № 1　経年比較資料 № 25

伊平屋村

伊是名村

渡嘉敷村

うるま市

久米島町

与那国町

多良間村

本部町

宜野座村

嘉手納町

恩納村

沖縄市

宜野湾市

西原町

糸満市

北谷町

大宜味村

読谷村

名護市

伊江村

竹富町

座間味村

八重瀬町

南風原町

那覇市

北中城村

浦添市

豊見城市

国頭村

金武町

今帰仁村

石垣市

中城村

南大東村

与那原町

宮古島市

北大東村

渡名喜村

粟国村

東村

平均

％

平均

乳  

児  

問  

診
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３　出生直後の状況

３-１　在胎週数と出生時体重（１回目前期受診時）

　　受診1回目で月齢6か月までの児を在胎週数と出生時体重別に分類したものである。

単位：人

未満
1,000～ 1,500～ 2,000～

以上
記入
なし

３-２　分娩状況（１回目受診時）

　　分娩時の状況をみると、正常分娩が61.3％で異常分娩が38.7％となっている。異常分娩の内訳では帝王切開が

　66.1％と高い割合になっている。

正常
分娩

異常
分娩 小計

記入
なし 合計

単位：件

骨盤位 吸引 鉗子
帝王
切開

前期
破水

臍帯
巻絡 出血 早産

子宮内
感染 その他 不明

 （参照）統計資料 № 18

３-３　生まれたとき（１回目受診時）

　新生児聴覚検査

正常 再検査 不明

　注）（　）は検査ありのうち、不明を除いた数を分母に算出した割合

　注）R3年度厚生労働省の調査に基づく新生児聴覚検査実施率は91.0％ 

 （参照）統計資料 № 19

出生時体重

計

実人員

％

　分娩状況

在胎週数と出生時体重（6か月児まで）

記入なし

計

在胎週数

28～35週

36～39週

満40週以上

満28週未満

％

合計

異常分娩内訳（複数選択）
異常分娩
(再掲)

％

あり
記入
なし小計なし

実人員
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４　乳児の栄養法

４-１　月齢別栄養法と離乳食の実施状況（２回目受診時）

　　受診2回目の11,750人の乳児を対象に栄養法を分類すると、生後3か月で母乳栄養が27.6％、混合栄養が

　47.5％、人工栄養が24.9％となっている。離乳食の実施は、6か月で90.4％となっている。

月齢 集計件数 母乳（％） 混合（％） 人工（％）  離乳食実施状況（％）

0か月

1か月

　　 2か月

3か月

4か月

5か月

6か月

7か月

8か月

9か月

10か月

11か月

12か月

割合

  注）月齢別栄養法の分類とは、月齢ごとに栄養法を単純に分類したものである。

４-２　月齢別離乳食回数（2回目受診時）

　　離乳食回数について、7か月から11か月までの児を集計した。7か月児は2回食が64.3％(R4年度94.1％)、

　9か月児は3回食が56.9％(R4年度59.7％)となっている。

母乳

混合

人工

離乳食実施

か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月

乳児の月齢別栄養法（２回目受診時）％

月齢

か月

か月

か月

か月

か月

乳児の離乳食回数の割合

未開始 回 回 回 回 回以上 ％

乳  

児  

問  

診
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４-３　離乳食の状況（2回目受診時）

　○離乳食の開始月齢（10か月児）
離乳食の開始時期について、受診時の月齢が10か月児4,421人を対象に分類した。

開始
月齢 3か月 4か月 5か月 6か月 7か月 8か月 9か月 10か月 計 未開始

 記入
 なし

実人員

％

　○離乳食の食べ方（7か月～11か月児）
離乳食の食べ方について、受診時の月齢が7～11か月児11,314人を対象に分類した。

単位：人

月齢
よく

食べる 嫌がる
時間が
かかる

内容
不明 計 未開始

記入
なし

7か月

％

8か月

％

9か月

％

10か月

％

11か月

％

計

％

　○ベビーフードの利用（7か月～11か月児）
ベビーフードの利用について、受診時の月齢が7～11か月児11,314人を対象に分類した。

単位：人

月齢 使わない 時々
よく
使う

内容
不明 計 未開始

記入
なし

7か月

％

8か月

％

9か月

％

10か月

％

11か月

％

計

％
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５　発達

　〇運動発達の通過率（11か月児）

　　乳児の運動発達の通過状況について、受診時の月齢が11か月児1,452人を対象に分類した。

　

　　

　〇社会性発達の通過率（後期　7～11か月児）

　　乳児の社会性発達状況について、受診時の月齢が7～11か月の児11,537人を対象に分類した。

首すわり

あやすと

よく笑う

ねがえり

ひとり座り

はいはい

（高ばい）

つかまり立ち

人みしり

か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月 か月

乳児の運動発達通過率％

月齢

か月 か月 か月 か月 か月

乳児の社会性発達通過率

お手々パチパチなどのまねをする

大人が指さしした方をみる

月齢

％

乳  

児  

問  

診
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６  乳児の生活リズム

　〇乳児の一日の生活状況（3～4か月児・9～10か月児）

　　乳児の一日の生活状況の割合を示したものである。

　〇乳児の一日の睡眠（3～4か月児・9～10か月児）

　　乳児期において、24時間で寝ている児の割合を示したものである。

時

か月児

か月児

か月児

か月児

乳児の一日の生活状況

睡眠 母乳等 離乳食 起きている 保育園 不明
％

～ か月児

～ か月児

％

時
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７　診察・検査結果

　　乳児一般健康診査の受診児は23,233人で、うち医師の総合判定の結果は、問題なし児が17,253人（74.3％）、

　要相談等何らかの判定のある児が5,980人（25.7％）となっている。

　　診察及び検査については、診察の有所見は4,657件、貧血検査の異常は1,649件となっている。

　　総合判定結果及び診察所見について分類したものを以下に示す。

　　なお、貧血検査は、乳児後期を対象に集計した。

総合判定(実人員) 単位：人

問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中 計

集団

個別

計

％

集団

個別

計

％

　診察所見及び検査の内訳

計 発育 皮膚 頭頚部
顔面・
口腔 眼 耳鼻 咽喉 胸部 腹部

そけい
外陰部

集団

個別

計

％

集団

個別

計

％

背部 四肢
発達・
神経

その他の
異常

集団

個別

計

％

集団

個別

計

％

計  集団  個別  集団  個別

　※貧血は、ヘモグロビン値11.0ｇ/dl未満を集計  （参照） 統計資料 № 3～4　

 適正月齢  月齢外

個別

計

月
齢
外

集団

個別

計

月
齢
外

集団

計 (1)診察有所見 (2)貧血検査の異常（後期）

月
齢
外

  判定結果異常等（実人員）

受診者数

％

適
正
月
齢

前期

後期

（１）
有所見

（内訳）

 (２)
貧血検査の異常

 （後期）

適
正
月
齢

前期

後期

適
正
月
齢

前期

後期

集団

個別

計

判定

乳
児
診
察
結
果
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７-１　診察有所見の内訳

有所見の内訳
　診察所見は、複数記載がある場合、同部位内はシステム上１件のカウントで集計した。受診者23,233人の部位

ごとの所見は4,657件（20.0％）あり、部位内で複数の所見がある場合はすべてを集計した延べ件数で示した。

その内訳は以下のとおりである。さらに項目ごとの詳細についても示している。

件数 発育 皮膚 頭頚部 顔面・口腔 眼 耳鼻咽喉 胸部

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

腹部 そけい外陰部 背部 四肢 発達・神経 その他の異常

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

注）所見項目の割合は（％）は、部位別件数を分母に算出。

 （参照）統計資料 № 3～4 

集団

延べ件数

月
齢
外

適
正
月
齢

個別

小計

適
正
月
齢

前期

後期

前期

後期

（部位別）
件数

延べ件数

月
齢
外

月
齢
外

集団

個別

小計

集団

個別

小計

（部位別）
件数

適
正
月
齢

前期

後期

適
正
月
齢

前期

後期

月
齢
外

集団

個別

小計
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発育

皮膚

頭頚部

顔面・口腔

眼

耳鼻咽喉

胸部

腹部

そけい外陰部

背部

四肢

発達・神経

その他の異常

適正月齢

前期

後期

発育

皮膚

頭頚部

顔面・口腔

眼

耳鼻咽喉

胸部

腹部

そけい外陰部

背部

四肢

発達・神経

その他の異常

適正月齢（前期）

集団

個別

発育

皮膚

頭頚部

顔面・口腔

眼

耳鼻咽喉

胸部

腹部

そけい外陰部

背部

四肢

発達・神経

その他の異常

適正月齢（後期）

集団

個別

％

％

％

有所見の内訳（乳児）

乳
児
診
察
結
果
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①＜発育＞
単位：件

％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

②＜皮膚＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

その他 記入なし 延べ
件数

適
正
月
齢

前期

後期

小計

母斑

月
齢
外

集団

個別

小計

合計

合計

（部位別）
件数

湿疹 皮膚炎 血管腫

延べ
件数

適
正
月
齢

前期

後期

小計

体重増加不良 その他 記入なし

月
齢
外

集団

個別

小計

（部位別）
件数

湿疹

皮膚炎

血管腫

母斑

その他

集団

個別

％

体重増加不良

その他
集団

個別

％

集団

個別

％

前期 後期

集団

個別

％

前期 後期

適正月齢

適正月齢
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③＜頭頚部＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別 100.0   

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

④＜顔面・口腔＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

合計

前期

後期

合計

小計

集団

適
正
月
齢

月
齢
外

個別

小計

適
正
月
齢

前期

後期

小計

月
齢
外

集団

大泉門狭小 斜頚 その他 記入なし

個別

小計

その他

（部位別）
件数

（部位別）
件数

記入なし 延べ
件数

延べ
件数

鵞口瘡 口唇・口蓋裂 舌小帯短縮 特徴ある顔貌

大頭 小頭 大泉門開大

集団

個別

大頭

小頭

大泉門開大

大泉門狭小

斜頚

その他

集団

個別

％

集団

個別

％

前期 後期

鵞口瘡

口唇・口蓋裂

舌小帯短縮

特徴ある顔貌

その他

集団

個別

％

後期前期適正月齢

％

適正月齢

乳
児
診
察
結
果
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⑤＜眼＞
単位：件

　

（部位別）

件数 ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

⑥＜耳鼻咽喉＞
単位：件

　

（部位別）

件数 ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

延べ
件数

斜視 眼脂 その他 記入なし

合計

外耳の異常 聴力の異常

適
正
月
齢

前期

後期

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

その他 記入なし 延べ
件数

適
正
月
齢

前期

後期

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

合計

斜視

眼脂

その他

集団

個別

集団

個別

前期 後期

外耳の異常

聴力の異常

その他

集団

個別

集団

個別

％

前期 後期

％

％％

適正月齢

適正月齢
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⑦＜胸部＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

⑧＜腹部＞
単位：件

％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

記入なし 延べ
件数

適
正
月
齢

前期

後期

小計

（部位別）
件数

心音異常 呼吸音異常 胸郭異常 乳房腫大 その他

小計

合計

臍ヘルニア その他 記入なし（部位別）
件数

月
齢
外

集団

個別

延べ
件数

合計

適
正
月
齢

前期

後期

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

心音異常

呼吸音異常

胸郭異常

乳房腫大

その他

集団

個別

集団

個別

前期 後期

臍ヘルニア

その他

集団

個別

集団

個別

％％

％％

後期前期

適正月齢

適正月齢

乳
児
診
察
結
果
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⑨＜そけい外陰部＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

⑩＜背部＞
単位：件

％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

（部位別）
件数

（部位別）
件数

前期

後期

前期

合計

適
正
月
齢

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

合計

後期

適
正
月
齢

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

その他 記入 なし 延べ
件数

そけいヘルニア 停留睾丸 陰のう水腫 尿道下裂

仙尾部皮膚洞 その他

女児の外陰部異常 肛門の異常

延べ
件数

脊柱側弯 記入なし

そけいヘルニア

停留睾丸

陰のう水腫

尿道下裂

女児の外陰部異常

肛門の異常

その他

前期

集団

個別

適正月齢

仙尾部皮膚洞

脊柱側弯

その他

集団

個別

適正月齢

％

後期

集団

個別

集団

個別

前期 後期

％

％

％

％
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⑪＜四肢＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

958    

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

⑫＜発達・神経＞
単位：件

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

集団

個別

集団

個別

注）所見項目の割合（％）は、部位別件数を分母に算出。

運動
（不活発）

延べ
件数

延べ
件数

追視（－）
声のする方
を向く(－)

引き起こし
反応（－）

筋緊張
（低下）

筋緊張
（亢進）

股関節開排制限 手足の異常 指趾の異常 その他 記入なし

個別

小計

前期

後期

運動
（左右差）

合計

（部位別）
件数

（部位別）
件数

前期

後期

合計

適
正
月
齢

小計

月
齢
外

集団

個別

小計

適
正
月
齢

小計

月
齢
外

集団

股関節開排制限

手足の異常

指趾の異常

その他

集団

個別

集団

個別

％％

前期 後期

追視（－）

声のする方

を向く －

引き起こし

反応（－）

筋緊張

（低下）

筋緊張

（亢進）

運動

（左右差）

運動

（不活発）

集団

個別

集団

個別

前期 後期

％
％

適正月齢

適正月齢

乳
児
診
察
結
果
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７-２　検査結果の内訳

　貧血検査

　　貧血検査は乳児後期の適正月齢と月齢外児を対象とし、検査を受けた児は11,763人（98.2%)(令和4年

　度97.5%）で昨年度より増えており、未検査児は214人（1.8%）であった。検査実施数が増えたのは、適

　正月齢での受診者が増えたことと、検査対象である乳健後期の受診者が集団健診で受診できたことが影

　響した。

　　検査結果の内訳は、要精査が289人（2.4％）、栄養相談が必要な児は1,360人（11.6%）、正常は

　10,114人（86.0%）となっている。

単位：人

要精査
9.9ｇ/dl以下

 栄養相談
 10.0～10.9ｇ/dl

正常
11.0ｇ/dl以上

男

女

小計

％

男

女

小計

％

男

女

小計

男

女

小計

　(参照) 統計資料 № 7  

個別

適正月齢

月齢外

合計

％

計
適正月齢

月齢外
集団

検査実施
小計 未検査

後期受診者数

か月

か月

か月

か月

か月

月齢別貧血検査結果 乳児後期
正常 栄養相談 要精査

男児

か月

か月

か月

か月

か月

女児

％

％

適正月齢
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８　総合判定

　　受診者数23,233人について医師の総合判定の結果は、問題なしが17,253人（74.3％）、判定結果で異常等が

　あった児は実人員で5,980人（25.7％）となっている。

　　判定結果の内容は複数になる場合もあり、すべての内容を集計した延べ件数は24,448件で、その内訳は問題

　なし17,253件、何らかの判定ありの延べ件数は7,195件となっている。

　　また、次ページは適正月齢受診児について、医師の総合判定の結果で異常があったものについて、その判定

　別の詳細を示したものである。判定結果の内容が複数ある場合は、すべてを集計した延べ件数で示した。

　

単位：人

受診者数 問題なし 要相談 要経観 要精密検査 要治療 現在治療中 現在観察中 小計

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

 判定内容細分類（複数選択）

集団

個別

小計

％

集団

個別

小計

％

注）判定内容の割合（％）は、受診者数を分母に算出。

（参照）統計資料 № 3～6　経年比較資料 № 24

適
正
月
齢

前期

後期

月
齢
外

集団

個別

小計

  判定結果異常等（実人員）

適
正
月
齢

月
齢
外

集団

個別

小計

前期

後期

乳
児
診
察
結
果
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問題なし

要相談

要経観

要精密検査

要治療

現在治療中

現在観察中

適正月齢

前期

後期

％

問題なし

要相談

要経観

要精密検査

要治療

現在治療中

現在観察中

適正月齢（前期）

集団

個別

問題なし

要相談

要経観

要精密検査

要治療

現在治療中

現在観察中

適正月齢（後期）

集団

個別

％

％

総合判定の内訳（乳児）
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８-１　要相談について（適正月齢）

８-２　要経過観察について（適正月齢）

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

前期集団

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

前期個別

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

後期個別

身体発育

発達

頭部疾患

皮膚疾患

眼科疾患

臍ヘルニア

そけい・外陰部疾患

股関節脱臼・開排制限

胸部疾患

耳鼻咽喉疾患

腹部疾患

その他

件数

前期集団

発達

身体発育

皮膚疾患

そけい・外陰部疾患

股関節脱臼・開排制限

頭部疾患

貧血

胸部疾患

背部疾患

腹部疾患

耳鼻咽喉疾患

臍ヘルニア

その他

件数

前期個別

（ 件）

（ 件）

（ 件）

（ 件） （ 件）

身体発育

発達

頭頚部疾患

そけい・外陰部疾患

臍ヘルニア

胸部疾患

皮膚疾患

貧血

眼科疾患

四肢の異常

アレルギー

口腔疾患

股関節脱臼・開排制限

その他

件数

後期集団

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

身体発育

件数

後期個別

後期集団

（ 件） （ 件）

（ 件）

乳
児
診
察
結
果
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８-３　要精密検査について（適正月齢）

８-４　要治療について（適正月齢）

股関節脱臼・開排制限

アレルギー・皮膚疾患

そけい・外陰部疾患

身体発育

眼科疾患

胸部疾患

頭頚部疾患

背部疾患

腹部疾患

四肢の異常

耳鼻咽喉疾患

発達

けいれん

貧血

その他

件数

前期集団

股関節脱臼・開排制限

そけい・外陰部疾患

アレルギー・皮膚疾患

背部疾患

発達

腹部疾患

頭頚部疾患

眼科疾患

耳鼻咽喉疾患

四肢の異常

身体発育

貧血

末梢冷感

件数

前期個別

貧血
股関節脱臼・開排制限

身体発育
発達

そけい・外陰部疾患
アレルギー・皮膚疾患

頭頚部疾患
眼科疾患
心疾患

腹部疾患
四肢の異常

背部疾患
顔面・口腔疾患

耳鼻疾患
胸部疾患
その他

件数

後期集団

貧血

件数

後期個別

皮膚疾患

そけい・外陰部疾患

眼科疾患

件数

前期集団

皮膚疾患

腹部疾患

貧血

眼科疾患

胸部疾患

口腔疾患

耳鼻疾患

件数

前期個別

皮膚疾患

そけい・外陰部疾患

耳鼻疾患

胸部疾患

股関節脱臼

風邪

件数

後期集団

件数

後期個別

（ 件）

（ 件）（ 件）

（ 件）

（ 件）

（ 件）

（ 件）

（ 件）
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８-５　現在治療中について（適正月齢）

８-６　現在観察中について（適正月齢）

アレルギー・皮膚疾患
背部・腹部疾患

心疾患
貧血・血液疾患

眼科・耳鼻咽喉疾患
甲状腺・内分泌・代謝疾患

低出生体重児・早産児
そけい・外陰部疾患

口腔疾患
頭頚部疾患

股関節脱臼・開排制限
肺・呼吸器疾患

腎疾患
染色体異常・先天異常症候群

その他

件数

前期集団
アレルギー・皮膚疾患

背部・腹部疾患
肺・呼吸器疾患
貧血・血液疾患

口腔疾患
眼科・耳鼻咽喉疾患
そけい・外陰部疾患

股関節脱臼・開排制限
甲状腺・内分泌・代謝疾患

頭頚部疾患
心疾患
腎疾患

染色体異常・先天異常症候群
その他

件数

前期個別

皮膚疾患
アレルギー

腹部疾患
肺・呼吸器疾患

眼科・耳鼻咽喉疾患
貧血・血液疾患

心疾患
発達・身体発育

甲状腺・内分泌・代謝疾患
口腔疾患

てんかん・けいれん
ダウン症・染色体異常

そけい・外陰部疾患
低出生体重児・早産児

四肢の異常
梅毒・細菌感染症

頭頚部疾患
腎疾患

股関節脱臼・股関節の異常

件数

後期集団

皮膚疾患

ダウン症・染色体異常

件数

後期個別

心疾患
低出生体重児・早産児・双児

身体発育
アレルギー・皮膚疾患
そけい・外陰部疾患

腹部疾患
腎疾患

発達
顔面・脳・頭頚部疾患

耳鼻咽喉疾患
股関節脱臼・開排制限

四肢の異常
貧血・血液疾患

眼科疾患
染色体異常・先天異常症候群

口腔疾患
肺・胸部・呼吸器疾患

その他
件数

前期集団

身体発育
心疾患

股関節脱臼・開排制限
アレルギー・皮膚疾患

耳鼻咽喉疾患
腎疾患

そけい・外陰部疾患
低出生体重児・早産児・双児

顔面・脳・頭頚部疾患
口腔疾患
眼科疾患

染色体異常・先天異常症候群
四肢の異常
腹部疾患

その他

件数

前期個別

低出生体重児・早産児・双児
身体発育

アレルギー・皮膚疾患
心疾患

股関節脱臼・開排制限
そけい・外陰部疾患

腎・肝疾患
発達

耳鼻咽喉疾患
腹部・肺・呼吸器疾患
顔面・脳・頭頚部疾患

貧血・血液疾患
四肢の異常

ダウン症・染色体異常
口腔疾患
眼科疾患

胸部・背部疾患
けいれん・発作
甲状腺機能異常

その他

件数

後期集団

心疾患

件数

後期個別

（ 件） （ 件）

（ 件） （ 件）

（ 件）

（ 件）（ 件）

（ 件）

乳
児
診
察
結
果



－ 26－

９  問診・保健相談

９-１  保健師等による問診からの区分

　　問診からの区分は、問診担当保健師等から各専門職へ、該当児等に関し特に配慮して欲しい内容をメッセー

　ジとして届けるためのチェック欄である。以下は、その内容項目を示したものである。

配慮する項目の分類

延べ件数 栄養 家族状況 予防接種 子育て 発達
生活

リズム 主訴

％

％

計

個別 対応なし

 （参照）統計資料 № 13

９-２　保健師等による保健相談と医師による総合判定

　　保健師等による保健相談の対応と医師による総合判定状況と照らしたものである。

医師の総合判定（実人員）

保健相談 受診者数 ％ 問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中

要経観

結果説明

記入なし

小計

要経観

結果説明

記入なし

小計

要経観

結果説明

記入なし

小計

個別 対応なし

 （参照）統計資料 № 14

９-３　保健師等による保健相談内訳

　　保健師等の保健相談で要経過観察とした内容である。

要経過観察内訳

実人員 延べ件数 栄養 子育て 発達 発育 生活習慣 検査 疾病 その他 不明

％

％

計

個別 対応なし

 （参照）統計資料 № 15

集団

適正月齢

月齢外

月齢外

実人員

適正月齢

集団

適正月齢

計

月齢外集団

保健師等による
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１０  栄養相談

１０-１  栄養士による相談有無と出生順位

　　栄養士の相談対応有無と児の出生順位について集計したものである。

受診者数
相談
あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし

前期

％

後期

％

小計

％

個別

　注）栄養相談の有無は、受診票の栄養士名の記載有無で判断した。  （参照）統計資料 № 16  

１０-２  栄養士による相談有無と貧血の指導区分
　　栄養士の相談対応有無と児の貧血指導区分について集計した。

貧血検査

栄養相談 正常 栄養相談 正常

10.0～
以上

10.0～
以上 未実施

適正月齢

％

月齢外

％

小計

適正月齢

月齢外

　注）栄養相談の有無は、受診票の栄養士名の記載有無で判断した。  （参照）統計資料 № 17  

  注）貧血検査は乳児後期のみで集計。

個別

適
正
月
齢

計

後期
受診者数

集団

不明第５子以上第１子 第２子 第３子 第４子

栄養相談あり 栄養相談なし

集団

受診月齢

月
齢
外

対応なし

要精査
9.9以下

要精査
9.9以下

第１子

第２子

第３子

第４子

第５子以上

前期 ％

第１子

第２子

第３子

第４子

第５子以上

後期

栄養相談あり 栄養相談なし栄養士による相談有無と出生順位（集団 適正月齢）

％

栄養士による相談有無と貧血の指導区分（集団 後期）

要精査 栄養相談 正常

栄養相談あり

％
要精査 栄養相談 正常

栄養相談なし

適正月齢 月齢外

％

乳
児
診
察
結
果
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股関節開排制限

受診者数 開排制限

開排制限
及び

2項目以上
に該当

開排制限
及び

1項目に
該当

総計

％

集団

個別

総計

％

集団

個別

紹介基準４項目内訳

○乳児前期（６か月児まで）の股関節開排制限の紹介基準による要精査該当者に対する医師の総合判定

要精査
該当者数 要精査 要経観 要治療 治療中 観察中 問題なし

総計

％

集団

個別

総計

％

集団

個別

要精査者数
要精査

(紹介基準で発行)

基準を満た
さないが１
項目に該当

その他の
所見

総計

％

集団

個別

総計

％

集団

個別

（参照）統計資料 № 9～10

○乳児前期（６か月児まで）の股関節開排制限の紹介基準で分類した要精査該当者内訳

要精査
該当者数

紹介基準
４項目の

うち２項目
以上に該当 その他

令和5年度

令和4年度

○乳児前期（６か月児まで）の股関節開排制限に係る要精査者の内訳（医師の判定）

令和5年度

令和4年度

令和5年度

令和4年度

令和 年度 令和 年度

要精査該当者の内訳

股関節開排制限

紹介基準４項目のう

ち２項目以上に該当

その他

％

令和 年度 令和 年度

紹介基準４項目の内訳
大腿・そけい皮膚溝の

非対称

家族歴

性別

骨盤位分娩

％

受診者数に対する割合

ワンポイント




